
 

 

稲の刈り取りに向けた機械・施設の清掃及び準備は万端でしょうか。 

生育の早いところでは収穫作業が始まっています。本年産の水稲の生育は、

出穂時期の早まりとともに成熟期も平年に比べ 7 日程度早まる見込みです。 

現在、白色した穂の症状が那須管内各地のほ場で目立っている状況です（写

真参照）。はっきりとした原因は不明です。 

そのため、現段階では品質等への影響については不明ですが、収穫時期が遅

れると胴割粒の発生を助長させるおそれがありますので、適期収穫の徹底を

お願いします。 

 等級落ちのない良質米の生産を目指し、計画的な収穫作業に向け機械等の準

備・清掃を実施しましょう。 
※積算温度（大田原アメダス）による適期収穫の目安として事務所 HP を参照願います。 
☆☆☆ http://www.pref.tochigi.lg.jp/g56/documents/150814suitotekikisyuukaku.pdf ☆☆☆ 

●写真－上：正常なイネ   下：白穂症状のイネ 
 

＜＜＜適期収穫の目安＞＞＞ 
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